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たこと になる ので ある。 

かう いふ 主張 は、 しかし、 まだ、 私の 周囲で 行 はれ 

てゐる わけで はない。 さう であれば、 勿論、 私な ど 出 

る 幕で はない の だが、 静かに 観察して みると、 これ か 

ら 世に出よう とする 若い ヂ ェ ネレ ェシ ヨン のうちに も 

やはり、 「純文学 派」 と、 「大衆文学 派」 とが、 同じ 戯 

曲 作家のう ちに 入り 混って ゐる やうで ある。 「大衆 文 

学派」 は、 実際家で あり、 今日 党で あり、 化学で いへ 

ば、 応用 組 (？) である。 「純文学 派」 は、 理想家で あ 

り、 明日 党で あり、 学者で いへば、 一生 を 実験で 暮す 

研究室 組で ある。 どちらも、 境界のと ころ ははつ きり 



止めて おく 必要が ある。 言ひ換 へれば 「手段」 として 

でな く 「目的」 としての 活動に 何等かの 意義 を 与へ な 

くて はならぬ。 

卑近な 例 を とれば、 水銀から 金 を 採る とい ふ 実験の 

成功 (？) は、 誠に 華々 しく 聞え る やう だが、 これ は、 

純粋な 学問的 立場から は、 スペクトルの 数字 的 発見と 

何等 異る ところ はなく、 ただ 前者 は 「通俗的、 大衆 的」 

に 何等か を 刺激 煽動す る 効果 を も つて ゐる とい ふだけ 

だ。 それ も 「水銀が 金になる」 とい ふやう に 「誤解」 

させれば 一 層 セン セ イシ ョナル な 社会的 成功であって、 

「如何なる 水銀 も、 多少の 金 を もともと 含んで ゐる」 と 



戯曲 家の 門が あり、 照明、 効果な どと いふ 門 も ある。 

近代の ある 一 時機に 於て、 戯曲 家の 門が 不当に 狭め 

られ た。 アンドレ • スュ ワレスの 言を俟 つまで もな く、 

「舞台が 詩人 を 駆逐した」 時代 だ。 

しかし、 われわれから 見れば、 現在の 日本の 有様 は 

どうで あらう。 「詩人が 舞台 を棄 てた」 とも 云 ひ 得る 

の だ。 ここで 云 ふ 詩人と は (断る まで もな く) 真の 作 

家の 謂 だ。 

仏蘭西に 於て、 「舞台が 詩人 を 駆逐した」 時代に こそ、 

黙々 として、 詩人 は、 「 一 人で 観る 芝居」 を 書いて ゐた。 

そして、 その 芝居が、 次の 時代に、 凱歌 を あげた。 舞 



した。 首尾 を 通じて 面白く 読 徹した。 公会堂の 芝居 

と は 比較に もなら ない。 私 は あんな 芝居 を 見た ため 

に、 小説 を 読みながら も、 劇中 人物の 顔が 小説の 人 

物と なって 浮ぶ ので、 余程 興味 を 殺 がれた。 云々… 

:•」 

この 文事 を かう いふ 目的の ために 引用した こと を 正 

宗 白鳥 氏に ゆるして いただく として、 実は、 これ を 読 

みながら、 今日の 新劇なる ものの 姿が、 まざまざと 私 

の 眼前に 浮んだ の だ。 劇と 小説の 違 ひ はあって も、 私 

の 云 はう とする 主旨 は、 この 印象に よ つて ほぼ 尽 され 

てゐ る。 舞台が 観客に 与へ る 魅力に ついて、 新劇 は、 



群 も、 幾分 その 面貌 を 異にして ゐ たらう と 思 ふの だ。 

これ は 枝葉の 問題の 如くに して、 決して さう ではない。 

今日は、 演劇の 「頭脳」 について 考 へる 前に、 その 「心 

臓」 に、 手当 を 加 ふべき 時機 だとい ふこと を 前提と し 

てで ある。 ( 一 九 三 二 • 一 〇) 
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